
ら，自分の言葉でつなげている記述が多く見られ

た。文章の内容から，要約に必要な要素として「ヤ

ドカリの利点」「イソギンチャクの利点」「互いに助

け合っていること」の３点を設定して記述を分析す

ると，図３のようになり，全体的な傾向として，必

要な内容を記述できるようになっているといえる。 

  具体的な記述については，例えば「どちらもと

く」や「ヤドカリのおかげ」など，教科書にはない

が内容を理解していることが見取れる表現が見られ

るようになり，表現の多様化と捉えた。 

（２）児童が主体的に活動できる授業展開について（視点１） 

  児童とともにつくる学習計画については，初めは学習の順序や時間配分についてが主だったが

次第に学習の仕方についても児童が提案するようになった。「広告を読みくらべよう」で「本物

の広告を見たい」や，「くらしの中の和と洋」で「グループでやりたい」という意見が出るよう

になり，主体的に学習に取り組もうとする姿が見られた。 

  話合いの場の設定については，３つの話合いの場を組み合わせることでそれぞれの形態の良さ

を実感することができた。自由な組み合わせの話合いを日常的に行うことで，児童には自分の意

見をもつことや意見を聞き合うことなどについて経験を積み重ねることができた。この経験の積

み重ねにより，話すことへの抵抗感が軽減され，他の話合いでの様々な発言につながったと考え

る。また，グループではそれぞれの児童の発言の場が確保され，協力して課題を解決しようとす

る姿が見られ，その成果や疑問を共有する場として全体の話合いが活性化していった。 

（３）実践成果の共有について（視点２） 

  授業実践の情報共有については，ＩＣＴの活用によって容易であったが，担任が多くの授業を

担当している小学校の特性から，相互参観を行うことは難しかった。校内研修については，参加

者から教科の系統性を意識した指導や，ワークシートの活用などについての意見が出され，ねら

いを達成できたと考える。 

 

５．今後の課題 

 本研究では要約することを通してその力を身に付けることを図ったが，文章の内容理解が要約に

深く関わると考えた。要約に関わる様々な要素を視野に入れ，研究を深めたい。また，日常的な授

業の相互参観など，研修を深める方法について，学校全体で連携を図って工夫していきたい。 

 

注 

 
1）文部科学省『小学校学習指導要領解説国語編』（平成 30 年，東洋館出版社）p.8. 
2）秋田喜代美ほか 106 名『新しい国語三下』（令和３年，東京書籍）p.21. 
3）同書 p.87. 
4）細谷功『具体と抽象 世界が変わって見える知性のしくみ』（2014，dZERO）p.26. 

 
図３「100 文字作文シート」の記述内容の
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「子ども理解」を基盤とした 

子どもたちが実感を伴った理解を目指す授業実践 
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                            教育方法開発コース 

 

 

１ テーマ設定の理由 

教育現場では日々，児童や学校の実態，指導の内容に応じた「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けた授業改善が推進されている。中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目

指して」(令和 3年 1月)では，急激に変化する時代の中で育むべき資質・能力について，「一人一人

の児童生徒が，自分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在として尊

重し，多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人生を切り拓き，持続可能

な社会の創り手となることができるようにすることが必要」とされており，先行き不透明な「予測

困難な時代」に生きる子どもたちの「生きる力」の育成が強く求められている １）。そのためには「主

体的・対話的で深い学び」の実現に向けたさらなる推進が必要である。 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて，文部科学省は「主体的・対話的で深い学びの視

点からの授業改善」において，子どもたちが主体的に学び続けるための授業像の一つとして，「一つ

一つの知識がつながり，『わかった！』『おもしろい！』と思える授業」を例示している ２）。子ども

たちの頭の中で一つ一つの知識をつなげ深く理解させ，自らの考えや意見を形成できることに面白

さを感じる授業。つまり，子どもたちの「できた」「分かった」が溢れる授業を目指すことが，「主

体的・対話的で深い学び」を実現する授業の一つの形として求められていることが分かる。 

本研究では，小学校国語科に焦点をあて，子ども理解を基盤としながら，上記のような授業実現

のため，子どもたちが実感を伴った理解を目指す授業の指導方法について，必要な手立てや支援を

考察しながら論究していく。 

 

２ 基本的な考え方 

（１）子ども理解について 

 教育学者の津守真は，「理解するとは，『子どもの表現を自らの表現の可能性として受け取り，そ

こで理解された意味を，自分と他人に共通のことば，あるいは伝達可能な行為に移すこと』」と述べ

ており，３）子ども理解が教師と子どもの相互関係に基づいて成り立つことを示している。同じく教

育学者の上野ひろ美は，実践における子ども理解の４つの視点として，①表情・しぐさを読む，②

言葉を読む，③活動の文脈でとらえる，④子ども相互の関わりを読む，を挙げている ４）。これは学

校生活において，教師が子ども理解を深めることができる場面は，多岐にわたって存在しているこ

とを示しており，それらの場面の中で，教師は子ども一人一人の表情やしぐさ，言葉などから，子

どもの表現を読み取り働きかけることで，子どもの内面を見ることができるものと考えられる。 
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（２）実感を伴った理解について 

  「実感を伴った理解」について，筆者は以下２つの方法を考察した。１つ目は昨年度の研究から，

学習内容に対し子どもたちが 「できた」「分かった」という実感を伴うことで理解を深める方法。２

つ目は，教育者の鳥山敏子の授業実践 ５）と国語教師である武田常夫の考え ６）を基に，学習内容に

対し子どもたちが「イメージ」できるという実感を得ることで，理解を深める方法である。以下の

図１に筆者の考える「実感を伴った理解」を促す方法をまとめた。 

図１ 筆者が考える「実感を伴った理解」を促す方法 

 
３ 実践の概要 

（１）主題に迫るための手立て 

① 子どもたちに「できた」「分かった」という「実感を伴った理解」を促すワークシートの作成 

小学校第５学年国語科「言葉の意味が分かるこ

と」を学習する際，原因と結果の関係性について学

習する機会があった。そこで筆者は，図２のような

ワークシートを作成し，原因と結果を見分ける簡単

な練習問題を数問用意した。練習問題を設定した理

由として，多くの子どもたちが練習問題を解くこと

で，原因と結果を見分けることが「できた」という

「実感を伴った理解」や，原因と結果の関係性につ

いて「分かった」という「実感を伴った理解」を促

すというねらいがある。 

 

② 子どもたちに「イメージ」による「実感を伴った理解」を促すための具体例の設定 

 小学校第５学年国語科「言葉の意味が分かること」では，①でも触れた「原因と結果」の関係性

の他にも，「見立てる」ことの意味や，言葉の意味を「点」として理解することと「面」で理解する

ことの違いに関する説明など，少し抽象的な内容を学習することになる。 

そこで筆者は，子どもたちが「イメージ」を持つ，膨らませることができ，「実感を伴った理解」

を促すために，ア「あやとり（ほうき）」の具体例，イ「回転ずし」の具体例，ウ「ゲーム」を題材

にした具体例，エ「ある飲食チェーン店のニュース」の具体例，オ「とん汁」の具体例，カ「消し

ゴム」の具体例，の６つの具体例を用意した。これらの具体例を用いて， 「イメージ」が子どもたち

に「実感を伴った理解」を促すことができるかどうか検証を行った。 

 

 

１．子どもたちに「できた」「分かった」という実感を伴った理解を促す方法 

２．子どもたちが学習している内容に対して，「イメージ」を持つ，膨らませることで，「実感を

伴った理解」を促す方法 

図２ 「原因と結果」のワークシート 
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４ 実践の考察 

（１）子どもたちに「できた」「分かった」という「実感を伴った理解」を促すワークシート 

  筆者の用意した「原因」と「結果」の文を見分ける練習問題について，多くの子どもたちが難な

く解答することができていた。筆者が子どもをランダムに指名し，練習問題の答えを聞いている時

も，「僕が答えたい！」「指されたいな。」という声が子どもたちの方から聞こえていたほどである。

彼らは，この「原因」と「結果」を見分けるということに対し，授業で学習した内容や既存の知識

を生かし，解答することが「できた」。さらに「結果」には必ず「原因」があるという，「原因と結

果の関係性」が「分かった」という，「実感を伴った理解」を得ることができた。 

 

（２）子どもたちに「イメージ」による「実感を伴った理解」を促す具体例の設定 

 第３節で先述した通り，筆者は６つの具体例ア～カを設定し，「言葉の意味が分かること」の授業

内で，これら全ての具体例を提示した。それを踏まえ、単元終了後，３１名の子どもを対象とした

アンケート調査を実施した。以下表１～３はアンケート調査の結果をまとめたものである。 

 

 表１～３のアンケート結果を受け，筆者は以下二点について考察した。 

 一点目は，具体例の「面白さ」と「分かりやすさ」に相関関係はないという点である。表１の結

果で，子どもたちが一番面白いと感じた具体例は，「イ，『回転ずし』の例」であったが，表２では

一番票数が少なく，表３では一番多いという結果であり，子どもたちにとって一番分かりにくい内

容であった。この結果から，具体例が面白くても，それは子どもたちにとっての内容の「分かりや

すさ」には繋がらない，繋がりにくいということが分かった。今後は，具体例の「面白さ」に加え

て，子どもたちが「分かりやすい」と感じるという視点からも、考察を進めていきたい。 

 二点目は，「イメージ」による「実感を伴った理解」を促す方法だけでは，不充分であったという

点である。表２，表３の結果に注目すると，子どもたちにとって一番分かりにくい内容は，「②『要

旨と要約の違い』について」であった。その一方で，「③『原因と結果』について」は，子どもたち

にとって一番分かりやすい内容であったことが読み取れる。 

表１ 子どもたちが一番面白いと感じた具体例 
表２ 子どもたちが一番分かりやすかった内容 

表３ 子どもたちが一番分かりにくかった内容 
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では一体，この違いはどこから生まれたのかと考察したところ，同節の（１）で示した子どもた

ちの「できた」「分かった」という「実感を伴った理解」を促す方法を，子どもたちが一番分かりや

すいと感じていた「③『原因と結果』について」で，練習問題という形で取り入れていたことが見

出された。一方，子どもたちが一番分かりにくいと感じていた「②『要旨と要約の違い』について」

では，それを取り入れていなかったことに気付いた。つまり，「イメージ」による「実感を伴った理

解」を促す方法と，「できた」「分かった」という「実感を伴った理解」を促す方法の両方を行うこ

とで，子どもたちの「実感を伴った理解」により強く繋がることが分かった。この二つの方法を今

後も実践しつつ，子どもたちの「実感を伴った理解」を目指す授業実践を続けていきたい。 

 

５ 成果と課題 

 今回の研究で， 「イメージ」による「実感を伴った理解」を促す方法が，有効的な手立ての一つで

あるということが分かった。具体例を作成する際，子どもたちに「イメージ」を持たせる，膨らま

せることで，「実感を伴った理解」を促すため，子どもたちが身近に感じる題材を選んだ。そして，

授業内で具体例を実践することで，効果的に子どもたちの「実感を伴った理解」を促すことができ

た。さらに，子どもたちの「できた」「分かった」という「実感を伴った理解」を促す方法も実践し

たことで，改めてその方法の有用性と，「イメージ」による「実感を伴った理解」を促す方法と合わ

せて使うことで，子どもたちの「実感を伴った理解」をさらに促すことができるという成果を得た。 

 その一方で，子どもたちが学習した知識の，分かり直しをする機会がなかったという課題も見つ

かった。練習問題やワークシートを用いて「できる」こと，子どもたちに「イメージ」を持たせる

ことで，「わかる」ことへと繋がることを意識したが，それとは別に 「わかり直す」場面を，授業内

に設定することができていなかったことが課題として挙がった。 

特にこの単元で新たに学習した「要旨」の書き方については，何度も繰り返し行うことで，少し

ずつ子どもたちにも身に付いていくような知識である。それに対し，今回実践した授業で，子ども

たちは学習のまとめとして一度しか「要旨」を書く機会がなく，「要旨」について「わかり直す」場

面が与えられていなかった。今後は，「わかり直す」場面というのを，単元の中もしくは別の単元，

別の教科でも行えるよう留意し，授業計画を立てていきたい。 
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出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）』，（2021），p.3. 
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